
REIC防災セミナー特別企画

南海トラフ巨大地震－見えてきた震源像

東京大学 地震研究所 災害科学系研究部門 教授
東京大学 地震研究所

巨大地震津波災害予測研究センター 教授（兼務）

巨大地震が繰り返し発生する南海トラフは、世界の沈み込み帯の中でも地震発生履歴が

最も詳しく知られている場所と考えられている。

しかしながら、過去地震の被害や津波にかかる史料や津波堆積物等を詳しく調べるにつ

れ、実は、南海トラフ地震が「東海」「東南海」「南海地震」の３つとその連動で説明

できるほど、単純ではないことが分かってきた。

東北地方太平洋沖地震を教訓として、発生頻度は低いが甚大な被害がもたらされる「最

大級」の地震についても適切に評価が求められるようになった。

南海トラフ地震の発生に向け、過去地震の震源像の明確化のためのデータ解析や史料調

査を進めるとともに、地震の不規則性と不確定性を考慮した、現実的な地震津波災害予

測が求められる。

この実現に向け、高速スパコン等のHPCI技術やリアルタイム海底観測など、日本が世界

に誇る最先端技術を最大限に活用した、新しい災害予測シミュレー ションの開発が期待

される。

日 時 平成27年6月16日（火） 16時00分～16時45分
場 所 日本財団ビル2階大会議室

東京都港区赤坂1丁目2番2号

定 員 100名（先着順）

参 加 費 無料
お 申 込 別紙「REIC防災セミナー・ビジネス交流会参加申込書」で

お申込みください

NPO法人リアルタイム地震・防災情報利用協議会

講師 古村孝志 （FURUMURA Takashi）



REIC 防災セミナー・ビジネス交流会 参加申込書 
（開催日：2015.6.16 場所：日本財団ビル） 

１． REIC 防災セミナー特別企画 

記念講演会 （16:00～16:45 2 階大会議室 参加無料） 

『南海トラフ巨大地震ー見えてきた震源像』 

東京大学地震研究所 教授 古村 孝志 氏 

参加します  ・  参加しません （いずれかをご選択下さい） 

    

２． ビジネス交流会（17:00～19:00 2 階会議室 3,4） 

定員：50 名（事前登録要） 

会費：3,000 円（当日、受付にて申し受けます。） 

参加します  ・  参加しません （いずれかをご選択下さい） 

＊ご記入いただいた内容は、ビジネス交流会場で配付する名簿に掲載させていただきます。予めご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【申 込 先】 リアルタイム地震・防災情報利用協議会 事務局 

E メール：reic_jimukyoku0616@eq7realtime.org   

FAX：03-3865-1844 

【申込締切】 6 月 10 日（水）  

参 加 者 氏 名    

企業名・機関名  

部 署・役 職   

連絡先電話番 号   

連絡先 E メール   

日本財団ビル 
〒107-8404 東京都港区赤坂 1 丁目 2 番 2 号 
TEL:03-6229-5111 
 
アクセス： 
地下鉄銀座線「虎ノ門駅」徒歩 5 分 
地下鉄銀座線・南北線「溜池山王駅」徒歩 5 分 
地下鉄丸ノ内線・千代田線「国会議事堂前駅」 

徒歩 6 分 


